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第56期

決算のご報告
平成19年8月21日～平成20年8月20日

Communication Agent for Market Driven
私たちは常にお客様と同じ視点に立ち、
エンドユーザーである「市場」を見つめながら
情報発信をお手伝いするパートナーとして、
存在価値を発揮してまいります。
そして、コミュニケーションの背後に生まれる
『長期信頼』を果敢に追い求めます。

本社・工場
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株主のみなさまへ

福島印刷は新しい市場を切り拓きながら

より新しい業態を目指し

前進を続けてまいります

高騰等により、景気は一気に減速傾向が進み停滞感が強まってきました。

印刷業界におきましては、IT化に伴う需要量の減少や受注競争の激化に伴う受

注単価の下落傾向が続く中で、用紙価格の値上げが断行されるなど、原材料価格

の上昇等により、依然として厳しい経営環境が続きました。

このような状況の中で、当社は「A4ブックUD（ユニバーサルデザイン）メール」、

個人情報保護対応の「情報保護シール付はがき」などの戦略商品をレディメード

化し、お客様のお客様を意識したソリューション提案を展開してきました。また、

生産部門では第二工場棟の有効活用と高速8色輪転印刷機の早期戦力化に取り組

みました。設計部門においても、営業、生産技術、製造の連携を緊密に行い、設計力

を強化し、つくる前のコストダウンを図る「ポジティブ設計」に取り組んできまし

た。そして、当社独自の付加価値指標運営を推進し、分野別及び部門別の収益管理

の徹底を図り、コストダウンと収益力の改善を進めました。

また、次年度から適用の内部統制システムの構築に向け、プロジェクトチーム

を中心に全社をあげて準備を進めてきました。

その結果、当事業年度の売上高は、前事業年度を19百万円（0.3％）上回る57億98

百万円となりました。また、利益面においては、経常利益は前事業年度を72百万円

（41.1％）上回る2億48百万円、当期純利益は特別損失に体育館の取壊し費用及び除

却損を計上したため、前事業年度を37百万円（31.5％）下回る81百万円となりました。

株主のみなさまにおかれましては、今後とも格別のご指導ご鞭撻を賜りますよ

うお願い申し上げます。

■売上高 
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■1株当たり当期純利益 
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■1株当たり配当金・配当性向 
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■自己資本利益率（ROE） 
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株主のみなさまには、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

さて、第56期（平成19年8月21日から平成20年8月20日まで）の決算が終了いたし

ましたので、ここにご報告申し上げます。

当事業年度におけるわが国経済は、年度前半は堅調な企業業績に支えられ、設

備投資の増加や雇用情勢の持ち直しから、景気は緩やかな回復傾向を示しており

ましたが、年度後半には、米国のサブプライムローン問題、原油価格や素材価格の

代表取締役社長 

ふ く し ま み ち お  
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今後の取り組み

好調なデータプリントサービス

分野を強化するため、今年11月第

二工場に高速インクジェットプ

リンタを導入します。これは大日

本スクリーン製造が開発した最

新のプリンタで、当社としては大

型の設備投資額となる4億5千万

円を投じます。

IT化による印刷需要が減少する

なか、顧客データの加工、印刷か

ら封入、発送までを手がけるデー

タプリントサービス事業が生み

出す高い付加価値と今後の成長

を期待しての導入となります。

このプリンタの導入により、高い

レベルで品質とスピードが両立

したフルカラーバリアブル印刷

が可能となります。企業や自治体

から受注した請求書や各種通知

書などについて、デザイン重視

の共通部分と、顧客ごとに異なる

データ部分を管理して一括印刷

することができます。

■ 高速インクジェットプリンタ
Truepress Jet520

■ 最新プリンタでの印刷を予定している
フルカラーPD Print

当社は情報加工サービス業者と

してお預かり情報の重要性と取

り扱いリスクを正しく認識し、そ

れに沿った情報セキュリティ体

制を確立することが不可欠と考

えています。

そのための取り組みや活動をま

とめた「セキュリティレポート」

を半期毎に発行しています。こ

のレポートは公的認証を真に経

営に活かすために奮闘している

内容を公開している資料です。

PDCAを実践している姿や、直面

している課題に関してありのま

まに記載しています。

生産能力向上とサービスの高度化を目指します

事業計画の確実な達成のためには、業務統制マネジメントを見える化し、財務報

告の信頼性を確保することが必要です。当社では翌事業年度から上場企業に導

入が義務づけられている「内部統制報告制度」を当事業年度からテスト実施いた

しました。57期は本格実施初年度として、今後の内部統制制度の完成度を左右す

る重要な年度です。当社では「内部統制の全社理解と定着推進」をテーマに活動

を進め、全社定着の成功を目指します。

■56期下半期セキュリティレポート

1 情報セキュリティ体制のより一層の強化を図ります2

内部統制システムによる経営の見える化を推進します3
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製品別売上高
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■製品別売上高 
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当社はビジネスフォーム（コンピュー
タ用連続帳票類）を基点に、カラー印
刷、ダイレクトメール、事務通信、ビ
ジネスマルチメディアへと事業分野を
拡大してまいりました。そして4分野
の相乗効果により、当社だからこそ
できる独自性（＝ならでは）を追求し
ております。

福島印刷の

4分野 シナジー業態

ビジネスフォーム関連は、当社独自技術のプライ

バシー保護を目的とした「情報保護シール付はが

き」関連商品や金融機関及び官公庁向け「事務通信

DP（データプリント）サービス」が好調に推移した

ものの、企業のIT化進展に伴う印刷需要の減少傾

向に歯止めがかからず、売上高は前事業年度を1億

36百万円（4.1％）下回る31億64百万円となりました。
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カラー・文字物等商業印刷分野は、競争激化により

受注単価が下落するなど受注環境は厳しく苦戦を

強いられました。売上高は前事業年度を65百万円

（8.9％）下回る6億71百万円となりました。
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当社「ならでは」商品の「A4ブックUDメール」は、商

品ラインナップの強化を図ったこともあり、好調

に伸展いたしました。また、プライバシー保護対応

のあと糊タイプはがきDM、お客様のお預かりデー

タを印刷物に出力するDPサービス業務も堅調に推

移いたしました。その結果、売上高は前事業年度を

2億37百万円（14.1％）上回る19億24百万円となりま

した。
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ベース）関連等Web関連商品の企画提案活動を

展開しましたが、売上高は前事業年度を15百万円

（29.2％）下回る38百万円となりました。
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ビジネス
フォーム関連
■複写伝票などの帳票類

■事務通信

■情報保護はがき　など

カラー・
文字物関連
■会社案内など広報系印刷物

■カタログなど販促系印刷物

■その他文字物印刷物　など

DM・
DPサービス関連
■はがき型ダイレクトメール

■封書型ダイレクトメール

■One to One データプリント など

ビジネス
マルチメディア

関連
■ホームページ

■データベース　など
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「ならでは」商品、「ならでは」サービス

請求書などのビジネスドキュメン

トにフルカラーのプロモーション

広告を印刷し郵送するサービスを

始めました。請求書は開封率が非

常に高く、顧客とのコミュニケー

ションを飛躍的に向上させる販促

ツールとして注目されています。

このサービスは、お預かりした帳

票出力データ（PDF）を、送付先ご

とのページ単位で再編成した後で

出力しますので、出力内容の同一

性を保持したまま 処理⇒発送 ま

でを一貫して行う安全で正確なア

ウトソーシングソリューションです。

■北陸中日新聞より（平成20年6月3日掲載）

これまで当社が注力してきました

定形外ダイレクトメールに比べ携

帯性に優れた定形サイズの冊子型

DMツールです。剥離式開封を採用

していますので開封時にゴミが出

ず、冊子形状のため保存率が高く

なると思われます。返信はがき、チ

ケットの組み込みも可能です。

環境への配慮が社会的ニーズとし

て高まるなか、印刷会社である当

社も残インキの廃棄が社内で問題

視されるようになり、また、色替え

時に使用される有機溶剤の削減

も課題となってきています。そこ

で長年のBF（ビジネスフォーム）

でのノウハウから最低限必要な色

のセットを用意し、色の集約化を

推進します。お客様側でも、在庫切

れ等の特急小部数オーダー等に対

し、デジタル印刷で急場を乗り切

ることや、小部数の印刷などを適

宜発注できるようになります。

当社はダイレクトメール（DM）

ツールの印刷・発送代行にて高い

評価をいただいてきました。そし

て現在は、より深い販促支援に関

わることが多くなってきています。

DMをより効果的な施策とするた

めには、顧客情報の分析から見え

てくる「気づき」と、その「気づき」

に対して適切な販促提案を可能と

する企画力の両方が欠かせません。

これまで培ってきた販促企画力と

ツール提案のアプローチを組み合

わせた提案を行ってまいります。

■ 当社「ならでは」新商品：定形インデックスUD

フルカラーPD Print

顧客データ分析サービス

定形インデックスUD（ユニバーサルデザイン）

エコカラー

■顧客データ分析①

■顧客データ分析②



科　目 当事業年度
（平成20年8月20日）

前事業年度
（平成19年8月20日）

［資産の部］

流動資産 2,259,448 2,115,810

現 金 及 び 預 金
受 取 手 形
売 掛 金
製 品
半 製 品
原 材 料
仕 掛 品
貯 蔵 品
繰 延 税 金 資 産
そ の 他
貸 倒 引 当 金

741,503
443,979
760,855
115,232
17,913
52,748
59,651
12,658
51,935
4,054

△ 1,084

614,822
431,712
756,099
118,696
18,569
51,742
54,718
19,763
45,342
6,361

△ 2,019

固定資産 4,286,289 4,735,243

有形固定資産 4,049,523 4,419,967

建 物
構 築 物
機 械 及 び 装 置
車 輌 運 搬 具
工 具 器 具 備 品
土 地

1,868,182
49,053

1,141,751
13,276
12,153
965,106

1,976,220
58,976

1,384,619
18,789
16,255
965,106

無形固定資産 5,922 7,184

ソ フ ト ウ ェ ア
そ の 他

1,504
4,417

2,766
4,417

投資その他の資産 230,843 308,091

投 資 有 価 証 券
出 資 金
長 期 貸 付 金
破産・更生債権等
長 期 前 払 費 用
前 払 年 金 費 用
役 員 年 金
そ の 他
貸 倒 引 当 金

87,504
2,670
－

5,668
16,541
1,950
57,060
65,117
△ 5,668

119,635
2,670
4,100
5,120
18,960
42,134
61,740
58,850
△ 5,120

資産合計 6,545,738 6,851,053

科　目 当事業年度
（平成20年8月20日）

前事業年度
（平成19年8月20日）

［負債の部］

流動負債 1,461,593 1,372,627

買 掛 金
短 期 借 入 金
1年以内返済予定の長期借入金
未 払 金
未 払 費 用
未 払 法 人 税 等
賞 与 引 当 金
預 り 金
役員賞与引当金
そ の 他

196,336
370,000
355,920
109,406
229,399
108,266
76,044
3,220
13,000

－

178,299
370,000
355,920
104,914
216,929
67,068
63,968

－
13,000
2,525

固定負債 1,376,976 1,773,816
長 期 借 入 金
繰 延 税 金 負 債
役員退職慰労引当金

1,267,420
52,248
57,308

1,623,340
86,899
63,577

負債合計 2,838,570 3,146,443

［純資産の部］
株主資本 3,714,017 3,692,322

資本金 460,000 460,000

資本剰余金 285,200 285,200

資 本 準 備 金 285,200 285,200

利益剰余金 2,968,839 2,947,122
利 益 準 備 金
その他利益剰余金
固定資産圧縮積立金
別 途 積 立 金
繰越利益剰余金

96,200
2,872,639
172,153
2,605,000
95,486

96,200
2,850,922
172,153
2,555,000
123,768

自己株式 △ 22 －

評価・換算差額等 △ 6,849 12,287

その他有価証券評価差額金 △ 6,849 12,287

純資産合計 3,707,167 3,704,609

負債及び純資産合計 6,545,738 6,851,053

（記載金額は千円未満切捨）

科　目
当事業年度

（　　　　　）
前事業年度

（　　　　　）
売 上 高
売 上 原 価
売 上 総 利 益
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

5,798,981
4,221,893
1,577,087
1,312,020

5,779,217
4,308,433
1,470,783
1,274,229

営 業 利 益 265,067 196,553

営 業 外 収 益
 受 取 利 息 及 び 配 当 金
 そ の 他
営 業 外 費 用
 支 払 利 息
 そ の 他

2,518
17,863

36,601
529

20,381

37,130

2,188
19,998

39,027
3,780

22,187

42,807

経 常 利 益 248,317 175,933

特 別 利 益
特 別 損 失

881
51,507

54,000
7,559

税 引 前 当 期 純 利 益 197,691 222,374

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税
法 人 税 等 調 整 額
過 年 度 法 人 税 等

119,000
△ 28,250
25,224 115,973

82,300
20,772

－ 103,072
当 期 純 利 益 81,717 119,301

（記載金額は千円未満切捨）
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財務諸表

■ 損益計算書■ 貸借対照表
単位：千円 単位：千円

自 平成19年8月21日
至 平成20年8月20日

自 平成18年8月21日
至 平成19年8月20日
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株 主 資 本 評価・換算
差額等

資本金

資本
剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券
評価差額金資本

準備金
利益
準備金

その他利益剰余金
固定資産
圧縮積立金

別途
積立金

繰越利益
剰余金

平成19年8月20日残高 460,000 285,200 96,200 172,153 2,555,000 123,768 － 3,692,322 12,287

事業年度中の変動額

剰余金の配当 △ 30,000 △ 30,000

剰余金の配当（中間配当） △ 30,000 △ 30,000

別途積立金の積立 50,000 △ 50,000 －

当期純利益 81,717 81,717

自己株式の取得 △ 22 △ 22

株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額（純額） △ 19,137

事業年度中の変動額合計 － － － － 50,000 △ 28,283 △ 22 21,695 △ 19,137

平成20年8月20日残高 460,000 285,200 96,200 172,153 2,605,000 95,486 △ 22 3,714,017 △ 6,849

（記載金額は千円未満切捨）

財務諸表

科 　 目
当事業年度

（　　　　　）
前事業年度

（　　　　　）
営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物の増加額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の期末残高

617,688

△ 60,460

△ 415,746

141,481

475,902

617,383

785,517

△ 408,904

△ 141,008

235,604

240,297

475,902

（記載金額は千円未満切捨）

■ 株主資本等変動計算書
 （平成19年8月21日～平成20年8月20日）

■ キャッシュ・フロー計算書

自 平成19年8月21日
至 平成20年8月20日

自 平成18年8月21日
至 平成19年8月20日

■ 株式の状況
①発行可能株式数 24,000,000株

②発行済株式の総数 6,000,000株

③株主数 1,963名

④大株主

株　主　名
当社への出資状況

所有株式数（千株） 出資比率（％）

有 限 会 社 ア ジ リ ス ト 1,500 25.00

名古屋中小企業投資育成株式会社 473 7.89

北 国総合リース株式会社 304 5.07

株 式 会 社 北 國 銀 行 280 4.67

福 島 茂 一 272 4.53

福 島 印 刷 従 業 員 持 株 会 206 3.44

山 崎 久 子 120 2.00

三 菱 製 紙 販 売 株 式 会 社 110 1.83

大 徳 美 術 印 刷 株 式 会 社 100 1.67

三 菱 製 紙 株 式 会 社 100 1.67

■ 株価の推移

単位：円 

350

400

450

500

平成 
19/9

平成 
20/110 11 12 2 3 4 5 6 7 8

350

400

450

500

単位：円 
550

377

419

370

397397

422

380

323

360

320 321 325 330

375
390 390390

327

390

当事業年度の月別最高・最低株価 

52期 

495

405

491

420

524

416

53期 54期 

530

464

55期 

430

306

56期 

最近5年間の事業年度別最高・最低株価 

400

430

340 340 342340 340 342 354354
362362

306

■ 株式の分布状況

所有者別（株式数比率） 

所有単元数別（株式数比率） 

10単元以上     （17.72％） 

10単元未満       （2.84％） 

50単元以上       （4.19％） 

100単元以上   （16.48％） 

500単元以上     （1.00％） 

1,000単元以上（32.77％） 

5,000単元以上（25.00％） 

金融機関 　　       （8.84％） 

金融商品取引業者（0.03％） 

その他国内法人   （47.66％） 

個人その他　　   （43.47％） 

株式の情報

（注）名古屋証券取引所における高値・安値を表示しております。
当事業年度の月別最高・最低株価は、毎月1日より月末の
ものであります。

単位：千円

単位：千円
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商 号
英 文 名
本 店 所 在 地

設 立
資 本 金
従 業 員 数
事 業 所

福島印刷株式会社
FUKUSHIMA PRINTING CO.,LTD.
〒920-0357 金沢市佐奇森町ル6番地
TEL（076）267-5111（代）
昭和27年9月10日
4億6,000万円
388名
本社及び工場 金沢市佐奇森町ル6番地
富山営業所 富山市上袋715番地1
福井営業所 福井市問屋町3丁目811番地
東京営業所 東京都中央区日本橋本町4丁目5番14号

入江ビル6F
大阪営業所 大阪市中央区平野町3丁目3番8号

辻梅ビル3F
名古屋営業所 名古屋市中区金山1丁目2番2号

クマダ第2ビル5F

■会社の概要

■役員（平成20年11月18日現在）
代表取締役社長

専 務 取 締 役

常 務 取 締 役

福 島 理 夫
下 畠 学
舘 芳 昭

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

粟 津 十 志 実
古 林 孝 之
松 谷 裕
岩 木 弘 勝

事 業 年 度
定 時 株 主 総 会
基 準 日

株 主 名 簿 管 理 人

同 事 務 取 扱 所

同 取 次 所

単 元 株 式 数
上 場 証 券 取 引 所
公 告 方 法

株 主 優 待 制 度

8月21日から翌年8月20日まで
11月
定時株主総会　8月20日
期末配当　8月20日
中間配当 2月20日
その他必要があるときは、予め公告して定めた日
東京都港区芝三丁目33番1号
中央三井信託銀行株式会社

東京都杉並区和泉二丁目8番4号
証券代行事務センター（〒168-0063）
中央三井信託銀行株式会社　証券代行部
電話 0120-78-2031（フリーダイヤル）
中央三井信託銀行株式会社　全国各支店
日本証券代行株式会社　本店及び全国各支店

（お知らせ）
住所変更、単元未満株式買取請求、名義書換請求及び配当金振込指定に
必要な各用紙のご請求は、下記株主名簿管理人中央三井信託銀行のフ
リーダイヤルまたはホームページをご利用ください。
●フリーダイヤル 0120-87-2031（24時間受付：自動音声案内）
●ホームページ http://www.chuomitsui.co.jp/person/p_06.html

100株
名古屋証券取引所
電子公告により当社ホームページ（http://www.fuku.co.jp/）に掲載いた
します。
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をする
ことができない場合の公告方法は、日本経済新聞に掲載する方法とします。
8月20日基準日現在1,000株以上の株主を対象に、3,000円相当の自社指定
特産品4品から1品を、ご希望に応じて送付。

平成20年11月発送予定。

郵便物送付先
電 話 照 会 先［ ］

金沢五郎島金時 「十字屋」
佃煮セレクト詰合せ

能登和牛すき焼き用肉 「直源醤油」
醤油&ドレッシング詰合せ

会社情報 株式についてのご案内


